
中継輸送の普及・実用化に向けた全体像

［第３STEP］
平成29年度以降(事業者主導)

中継輸送
実施に向けた

課題

［第１STEP］
平成27年度

中継輸送の普及・実用化に向け

『出会いの場』創出に向けた課題 洗い出し

更なる普及・実用化に向け

『出会いの場』の継続/拡充

［第２STEP］
平成28年度

■エリア特性を考慮した特定区間で検証
都市×都市 都市×地方
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［コーディネートプロセス］

■『出会い場』を起点とし『中継輸送実施』までの
一連のプロセスを対象とした
コーディネートに必要な役割・機能を整理

■『出会いの場』を起点とした
コーディネートに必要な役割・機能を他エリアに
伝承しエリアを拡充
⇒事業者主導で中継輸送が普及・実用化

■ドライバー不足の課題解決

○平成27年度（第１STEP）に抽出された課題を踏まえ、平成28年度（第２STEP）は実証実験を通じて中継
輸送の普及・実用化に向けた課題の洗い出しを行う。
※平成28年度は特に、中継輸送の普及・実用化に向けたキープロセスである『出会いの場』創出の課題を重点的に洗い出し。

○平成28年度（第２STEP）に『出会いの場』の創出など普及・実用化に向けた運用のあり方を整理し、平成29年
度以降（第３STEP）は事業者主導で中継輸送が普及・実用化している様態を目指す。

添付資料４


